
 

  

  

  

公表：  2020 年   2 月  8 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」姥ケ山校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
4  

お子さまに合わせ

て支援スペースを

都度調整してい

る。 

就学に向けて利用希望

のあるお子さまに対し

て学校で使っているよ

うな学習机があると良

いと感じる。 

②  職員の配置数は適切である  3 1 

1 対 1 の個別療育で

落ち着いて過ごせ

ている。 

お子さまへの支援、保

護者の皆様への対応

等、日々スキルアップ

に努めます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

3 1 

お子さまが過ごし

やすいように都度

環境調整をしてい

る。 

バリアフリー化はして

いないが、トイレ等は

指導員が適宜補助に入

り、出来ないことがな

いようにしている。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

4  

毎日の清掃、時期

等に合わせておも

ちゃの消毒等行っ

ている。 

継続して事業所内の清

掃、模様替え等お子さ

まに合わせて都度変更

を行います。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
4  

日々振り返りを個

別および全体で行

っている。 

今後も業務効率化を図

る為に業務の優先順

位、振り返り等を継続

して行います。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

4  

普段お子さまの支

援後、保護者様の

フィードバックで

お話を聞いてい

る。 

保護者様の要望、意向

を都度確認し、事業所

内で情報共有をしてい

ます。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

4  

保護者様からいた

だいた意見、お話

は事業所内でしっ

かり共有してい

る。 

ご利用いただいている

保護者様、お子さまが

感じている事業所の雰

囲気等を職員全員で振

り返り、改善に繋げま

す。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
3 1 

外部の方が良い印

象を持っていただ

けるように自分た

ちも客観的視点を

持つようにする。 

外部の方の意見を真摯

に受け止め、意見をい

ただいた時には改善で

きるように事業所内で

話し合い改善をしてい

く。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
4  

事業所内、外部研

修に可能な限り参

加している。 

参加した外部研修の内

容を他の職員にも情報

共有し、全体でスキル

アップに繋げる。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

4  

保護者様の要望を

確認し個別支援計

画書を作成してい

る。 

保護者様の要望を丁寧

に聞き取る中で、要望

に関係する他の内容の

ものも作成する。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
4  

発達検査の結果

等、保護者様の了

承をいただき写し

をいただいてい

る。 

今後も継続して保護者

様の要望、発達検査等

の情報を基に行ってい

く。 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

4  

保護者様に要望、

意向等を細かく聞

き取り、具体的に

支援の方向性を設

定している。 

今後も継続してお子さ

まへの要望、方向性等

具体的に記載をして作

成をする。 

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  4  

個別支援計画書に

沿って支援を行っ

ている。 

今後も個別支援計画書

に沿った支援を提供で

きるように情報共有を

行う。 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  2 

2 

活動内容が固定さ

れて飽きないよう

に考えている。 

定期的なモニタリング

の際に全員で行ってい

る。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  4 

 

お子さまが学習を

嫌がらないように

iPad を取り入れた

りしている。 

継続した取り組みが必

要なお子さまには続け

て行い、色々な物に目

移りしてしまうお子さ

まには都度課題を変え

ている。 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
2 2 

普段の個別療育で

学んだ事を不定期

の小集団で活かせ

るように取り組ん

でいる。 

今後必要なお子さまに

は導入することも視野

に入れて検討。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
2 2 

各職員がお子さま

の状況、取り組み

内容等を確認およ

び準備している。 

今後も継続して、お子

さまをお受けする前に

支援プログラム作成、

準備を行っていく。 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

3 1 

情報共有が確実に

必要なお子さまは

今後もお子さまの些細

な変化に目を向け、小

さなことでも全員で情



 

  

その日の内に共有

している。 

報共有できるようにし

ていく。 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
4 

 

お子さま一人ひと

りの支援経過記録

を作成している。 

今後も継続して作成し

ていく。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
4  

半年に１回は必ず

行い、保護者様の

要望等を確認して

いる。 

今後も保護者様が新た

な要望、意向を検討し

ていないか都度確認を

していく。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

3 1 

可能な限り積極的

に参加している。 

支援担当者が参加出来

ない場合、情報を児発

管に伝えて児発管が参

加。 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
4 

 

可能な限り直接訪

問し、電話連絡等

でも連携を図って

いる。 

今後も継続して情報共

有、交換を行ってい

く。 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

2 2  

医療的ケアが必要なお

子さまが現在いない。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

1 3  

医療的ケアが必要なお

子さまが現在いない。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

4 

 

支援情報提供書を

作成して情報の引

継ぎが出来るよう

にしている。 

保護者様を通して行う

事が多いが、必要な場

合は直接連携を行って

いる。 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

4 

 

支援情報提供書を

作成して情報の引

継ぎが出来るよう

にしている。 

お子さまの支援情報提

供書を作成して関係機

関へお渡ししている。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

4 

 

併用利用している

お子さまがいる場

合情報共有を都度

行っている。 

今後も継続してお子さ

まに関する必要な情報

を都度情報共有、交換

している。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  

  

4 

保護者様からの要

望、了承をいただ

いて、情報共有、

交換をしている。 

今後も継続して保護者

様から了承をいただい

て行っていく。 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
 4 

 今後参加を検討に考え

ていく。 



 

  

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
4  

支援後のフィード

バックでお子さま

の情報を共有、交

換している。 

今後も継続してお子さ

まの状況確認とともに

課題の方向性を考えて

いく。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

3 1 

家庭でのお子さま

の様子、情報を確

認しお話をしてい

る。 

今後も家庭での様子を

随時確認し、保護者様

の不安が軽減するよう

に傾聴していく。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
4  

契約時に詳しく説

明を行う。 

今後も分かりやすいよ

うに丁寧に伝えてい

く。 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

4 

 

契約の際に合わせ

て確認していただ

き、初回支援がス

ムーズにいくよう

にしている。 

保護者様の要望を取り

入れ、お子さま自身も

負担にならないペース

で課題に取り組めるよ

うに作成し、今後も同

意をいただいていく。 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
4 

 

利用以外の日であ

っても電話等相談

にのっている。 

保護者様からのお話を

傾聴し、不安に感じて

いることを少しでも軽

減できるように、今後

も丁寧に対応をしてい

く。 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
 4 

小集団イベントの

際に保護者様同士

の交流の様子が見

られる。 

保護者会開催は出来て

いないが、小集団療育

の際に保護者様同士が

情報交換を行ってい

る。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

4  

可能な限り早急に

対応し、保護者様

へ返答できるよう

にしている。 

保護者様から相談等あ

った際は、都度丁寧か

つ早急に対応していく

よう今後も取り組んで

いく。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

4  

イベントチラシ、

きらりだより等、

掲示とともに配布

をして周知してい

る。 

定期的にではないが、

必要な際は都度作成し

て掲示および保護者様

へお渡ししている。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  4  

鍵付きキャビネッ

トで保管してい

る。 

個人情報等については

厳重に保管をしてい

る。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
4  

保護者様へ直接お

伝えする以外に、

書面等でお渡しし

ている。 

今後も直接お伝えする

とともに書面での周知

を継続して行ってい

く。 



 

  

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
1 3 

 今後交流の機会を検討

していく。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

4  

 周知していくととも

に、今後可能であれば

お子さまも参加をした

訓練を検討していく。 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

4  月に１回各災害を

想定した訓練を実

施している。 

実際の場面に遭遇した

時でも動けるように今

後も継続して訓練を行

っていく。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
3 1 

 現在利用の際に服薬し

ているお子さまはいな

い。 

 
㊹  

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
1 3 

 食べ物の提供をしてい

ない。 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
3 1 

ヒヤリとした場面

は職員全員で情報

共有している。 

記録を残すとともに、

今後同じことが起きな

いように対応方法等も

全員で考えている。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
4  

事業所内研修で虐

待防止について学

んでいる。 

お子さまへの対応で虐

待に繋がることがない

ように事業所内で対応

方法等考えていく。 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

2 2  

現在身体拘束が必要な

お子さまは現在いない

が、必要なお子さまが

ご利用となった場合に

は職員でしっかり話し

合い、保護者様ご了承

のもと記載を行ってい

く。 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2020 年  2 月  8 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」姥ケ山  校         保護者等数（児童数）：   15 回収数： 13 割合：  86％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
11 1 1  

狭すぎず、適

度な距離感が

あり、利用し

やすい。 

お子さまがより過

ごしやすいように

環境設定を心がけ

てまいります。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     13    

子どもが困惑

しないよう指

導員を固定し

てくれるのが

良い。 

通常は指導員固定

ではありません

が、保護者様のご

要望によって今後

も都度対応をさせ

ていただきます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  11 2    

バリアフリー化は

していないが、ト

イレ等は指導員が

適宜補助に入り、

出来ないことがな

いようにしてい

る。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        13     

継続して事業所内

の清掃、模様替え

等お子さまに合わ

せて都度変更を行

います。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  

13     

保護者様の要望を

丁寧に聞き取る中

で、要望に関係す

る他の内容のもの

も作成する。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

8 1  2  

今後も継続してお

子さまへの要望、

方向性等具体的に

記載をして作成を

する。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  11     

今後も個別支援計

画書に沿った支援

を提供できるよう
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に情報共有を行

う。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
12 1    

継続した取り組み

が必要なお子さま

には続けて行い、

色々な物に目移り

してしまうお子さ

まには都度課題を

変えている。 

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
5 1 3 4  

今後も継続して保

護者様から了承を

いただいて行って

いく。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
13     

今後も分かりやす

いように丁寧に伝

えていく。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  13     

保護者様の要望を

取り入れ、お子さ

ま自身も負担にな

らないペースで課

題に取り組んでい

く旨を伝えてい

く。 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
9 1 1 2 

子どもへの褒

め方や伝わり

やすい言い方

等、とても参

考になりま

す。 

お子さまへどのよ

うに伝えればよい

のか、指導員もス

キルアップの為に

勉強してまいりま

す。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

13    

いつも話が出

来る時間を作

っていただけ

て有難い。 

保護者様がもっと

話しやすいように

丁寧に対応してま

いります。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
11   2  

保護者様からのお

話を傾聴し、不安

に感じていること

を少しでも軽減で

きるように、今後

も丁寧に対応をし

ていく。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

5 1 2 5  

保護者会開催は出

来ていないが、小

集団療育の際に保

護者様同士が情報

交換を行ってい

る。 



 

  

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  
11 1  1  

保護者様から相談

等あった際は、都

度丁寧かつ早急に

対応していくよう

今後も取り組んで

いく。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
11 1    

今後も直接お伝え

するとともに書面

での周知を継続し

て行っていく。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

11   2  

定期的にではない

が、必要な際は都

度作成して掲示お

よび保護者様へお

渡ししている。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  13     

個人情報等につい

ては厳重に保管を

している。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

9  1 3  

周知していくとと

もに、今後可能で

あればお子さまも

参加をした訓練を

検討していく。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
4 2 1 6  

実際の場面に遭遇

した時でも動ける

ように今後も継続

して訓練を行って

いく。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  12 1   

利用日が空い

ても大丈夫な

くらい、自ら

曜日を確認す

るくらい楽し

みにしてい

る。 

お子さまが楽しく

過ごせるように、

色々な活動を今後

も取り入れてまい

ります。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  13    

優しく、楽し

く関わってく

れることに感

謝していま

す。 

保護者様、お子さ

まに満足していた

だけるよう、今後

も活動内容等マン

ネリ化しないよう

に行ってまいりま

す。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


